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答    申    書 
 

近畿日本鉄道株式会社からの鉄道及び軌道の旅客運賃の 
上限変更の認可申請について 

 
 

令４第○○○○号 
 
 
 令和４年４月２０日付け国鉄事第２９号をもって諮問された上記の事

案については、令和４年７月１４日大阪府において公聴会を開催し、審

議した結果、次のとおり答申する。 
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主    文 
 

近畿日本鉄道株式会社からの申請に係る鉄道及び軌道事業の旅客運賃

の変更については、別紙に掲げる額を上限として認可することが適当で

ある。 
 

理    由 
 
１．申請者は、平成７年９月１日から、消費税に係る運賃改定を除き２

７年余にわたり、現行運賃を実施しているものである。近年、沿線の

人口減少等により輸送人員が平成３年度をピークに減少傾向にある

中で、人件費削減等の経営合理化や観光・ビジネス需要の取り込み等

に取り組んできたが、令和２年当初からの新型コロナウイルス感染症

の拡大に伴う緊急事態宣言の発出等により、外出自粛や通勤客のテレ

ワークへの移行等の行動様式の変容がみられ、乗降客数は大きく落ち

込んだ。令和元年度の収支率は９８．１％であったところ、令和２年

度には６９．１％に下落し、収益の悪化が著しい。沿線の人口減少等

に加え、行動様式の変容が一定程度定着し、需要の回復が見通せない

一方、必要な設備投資は引き続き実施する必要があり、鉄軌道事業の

経営の健全化を図りつつ、安全な輸送の確保と利便性の向上を図りた

いとして、旅客運賃の上限変更認可を申請したものである。 
 
２．国土交通大臣は、鉄道運送事業者及び軌道経営者からの旅客運賃の

上限の変更の認可にあたっては、鉄道事業法第１６条第２項、軌道法

第１１条第１項及び関係通達に基づき、当該旅客運賃の上限による総

収入が、能率的な経営の下における適正な原価に適正な利潤を加えた

ものを超えないものであることを確認の上、鉄道事業法第１６条第１

項及び軌道法第１１条第１項の認可をするものとされている。 
 
３．当審議会は、本事案の審議にあたり、公聴会を開催し申請者の陳述

及び一般公述人の公述を聴取したほか、現地視察、当審議会に提出さ
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れた資料、所管局から聴取した説明等に基づいて検討を行った。その

結果は、次のとおりである。   
平年度（原価計算期間）である令和５年度から令和７年度までの３

年間の収入算定の基礎となる現行運賃を維持した場合の総収入は合計

３８３，１５５百万円、適正な総括原価（能率的な経営の下における

適正な原価に適正な利潤を加えたもの）は４６２，７２２百万円と推

定されるので、差引き７９，５６７百万円の不足を生ずるものと見込

まれる。 
これに対して、旅客運賃の上限を主文のとおり改定した場合、総収

入は４３０，０６８百万円、適正な総括原価は４６２，７２２百万円

と推定されるので、差引き３２，６５３百万円の不足を生ずるものと

見込まれる。 
 

４．令和２年当初からの新型コロナウイルス感染症の感染拡大を起因と

する消費者の行動様式の変容により、コロナ禍前の需要への回復は見

通せないとする申請者の需要見通しは、利用者を対象としたアンケー

ト調査（令和２年１０月）等を踏まえており、かつ所管局が別途実施

した外部委託調査結果の想定範囲内にあることを勘案すると、合理性

が認められる。他方、安全・安心投資を主体とした設備投資の継続を

前提とする原価を推定した結果、本件申請に係る旅客運賃の上限によ

る総収入が、能率的な経営の下における適正な原価に適正な利潤を加

えたものを超えないものであるので、本件申請は上記２．の認可基準

に適合するものと認められる。 
  したがって、鉄道事業法第１６条第１項及び軌道法第１１条第１項

に基づき、国土交通大臣が本件申請を認可することは適当であると認

める。 
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要望事項 
 
 新型コロナウイルス感染症の影響は先行き不透明な状況が続いてお

り、近畿日本鉄道株式会社の鉄軌道事業における需要見通しは一定の合

理性が認められるものの、想定された旅客輸送量と実績が大きく乖離す

る可能性がある。このため、国土交通大臣は、本件申請の認可にあたり、

鉄道事業法第５４条第１項及び第２項並びに軌道法第２６条の趣旨に基

づき、期限に係る条件を付すことを検討されたい。 

また、付された期限までの間の近畿日本鉄道株式会社の経営実績につ

いて、実績が想定された収支率となっているかの検証結果並びに事業構

造変革及び輸送需要創出への取組状況について、毎年、当審議会に報告

されたい。 

 

＜東急からの追記（案）＞ 

さらに、鉄軌道事業の沿線地域に与える影響に鑑みれば、各事業者の

取組や経営環境等について沿線地域の理解が得られることが重要であ

り、国土交通大臣は関係者の対話が進むよう適切に環境整備を行ってい

ただきたい。
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別紙 

１ 普通旅客運賃             
鉄道対キロ区間制（吉野線、湯の山線、鳥羽線、志摩線及びけいはん

な線における加算運賃は変更しない。） 
（単位：キロ、円） 

キロ程 上限運賃 
１～３ １８０ 
４～６ ２４０ 

７～１０ ３００ 
１１～１４ ３６０ 
１５～１８ ４３０ 
１９～２２ ４９０ 
２３～２６ ５３０ 
２７～３０ ５９０ 
３１～３５ ６８０ 
３６～４０ ７６０ 
４１～４５ ８３０ 
４６～５０ ９１０ 
５１～５５ １，０００ 
５６～６０ １，０７０ 
６１～６５ １，１４０ 
６６～７０ １，２１０ 
７１～７５ １，２９０ 
７６～８０ １，３７０ 
８１～８５ １，４５０ 
８６～９０ １，５３０ 
９１～９５ １，６００ 

９６～１００ １，６７０ 
１０１～１１０ １，７４０ 
１１１～１２０ １，８８０ 
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１２１～１３０ ２，０４０ 
１３１～１４０ ２，１７０ 
１４１～１５０ ２，３１０ 
１５１～１６０ ２，４３０ 
１６１～１７０ ２，５６０ 
１７１～１８０ ２，７１０ 
１８１～１９０ ２，８６０ 
１９１～２００ ３，０００ 
２０１～２１０ ３，１３０ 
２１１～２２０ ３，２８０ 
２２１～２３０ ３，４１０ 
２３１～２４０ ３，５６０ 
２４１～２５０ ３，６９０ 
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２ 通勤定期旅客運賃（大人１か月）     
鉄道対キロ区間制（吉野線、湯の山線、鳥羽線、志摩線及びけいはん

な線における加算運賃は変更しない。） 
  （単位：キロ、円） 

キロ程 上限運賃 
１ ５，４４０ 
２ ６，２００ 
３ ６，９６０ 
４ ７，７２０ 
５ ８，４２０ 
６ ９，１２０ 
７ ９，８２０ 
８ １０，５２０ 
９ １１，１５０ 

１０ １１，７８０ 
１１ １２，４１０ 
１２ １３，０４０ 
１３ １３，６７０ 
１４ １４，３００ 
１５ １４，９３０ 
１６ １５，５６０ 
１７ １６，１３０ 
１８ １６，７００ 
１９ １７，２７０ 
２０ １７，８４０ 
２１ １８，４１０ 
２２ １８，９８０ 
２３ １９，４９０ 
２４ ２０，０００ 
２５ ２０，５１０ 
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２６ ２１，０２０ 
２７ ２１，５３０ 
２８ ２１，９１０ 
２９ ２２，２９０ 
３０ ２２，６７０ 
３１ ２３，０５０ 
３２ ２３，４３０ 
３３ ２３，６８０ 
３４ ２３，９３０ 
３５ ２４，１８０ 
３６ ２４，３７０ 
３７ ２４，５６０ 
３８ ２４，７５０ 
３９ ２４，８８０ 
４０ ２５，０１０ 
４１ ２５，１４０ 
４２ ２５，２４０ 
４３ ２５，３４０ 
４４ ２５，４４０ 
４５ ２５，５４０ 
４６ ２５，６４０ 
４７ ２５，７４０ 
４８ ２５，８４０ 
４９ ２５，９４０ 
５０ ２６，０４０ 
５１ ２６，１４０ 
５２ ２６，２４０ 
５３ ２６，３４０ 
５４ ２６，４４０ 
５５ ２６，５４０ 
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５６ ２６，６４０ 
５７ ２６，７４０ 
５８ ２６，８４０ 
５９ ２６，９３０ 
６０ ２７，０２０ 
６１ ２７，１１０ 
６２ ２７，２００ 
６３ ２７，２９０ 
６４ ２７，３８０ 
６５ ２７，４７０ 
６６ ２７，５６０ 
６７ ２７，６５０ 
６８ ２７，７４０ 
６９ ２７，８３０ 
７０ ２７，９２０ 
７１ ２８，０１０ 
７２ ２８，１００ 
７３ ２８，１９０ 
７４ ２８，２８０ 
７５ ２８，３７０ 
７６ ２８，４６０ 
７７ ２８，５５０ 
７８ ２８，６４０ 
７９ ２８，７３０ 
８０ ２８，８２０ 
８１ ２８，９１０ 
８２ ２９，０００ 
８３ ２９，０９０ 
８４ ２９，１８０ 
８５ ２９，２７０ 
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８６ ２９，３６０ 
８７ ２９，４５０ 
８８ ２９，５４０ 
８９ ２９，６３０ 
９０ ２９，７２０ 
９１ ２９，８１０ 
９２ ２９，９００ 
９３ ２９，９９０ 
９４ ３０，０８０ 
９５ ３０，１７０ 
９６ ３０，２６０ 
９７ ３０，３５０ 
９８ ３０，４４０ 
９９ ３０，５３０ 

１００ ３０，６２０ 
１０１～１０５ ３２，１１０ 
１０６～１１０ ３３，６００ 
１１１～１１５ ３５，０９０ 
１１６～１２０ ３６，５８０ 
１２１～１２５ ３８，０７０ 
１２６～１３０ ３９，５６０ 
１３１～１３５ ４１，０５０ 
１３６～１４０ ４２，５４０ 
１４１～１４５ ４４，０３０ 
１４６～１５０ ４５，５２０ 
１５１～１５５ ４７，０１０ 
１５６～１６０ ４８，５００ 
１６１～１６５ ４９，９９０ 
１６６～１７０ ５１，４８０ 
１７１～１７５ ５２，９７０ 
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１７６～１８０ ５４，４６０ 
１８１～１８５ ５５，９５０ 
１８６～１９０ ５７，４４０ 
１９１～１９５ ５８，９３０ 
１９６～２００ ６０，４２０ 
２０１～２０５ ６１，９１０ 
２０６～２１０ ６３，４００ 
２１１～２１５ ６４，８９０ 
２１６～２２０ ６６，３８０ 
２２１～２２５ ６７，８７０ 
２２６～２３０ ６９，３６０ 
２３１～２３５ ７０，８５０ 
２３６～２４０ ７２，３４０ 
２４１～２４５ ７３，８３０ 
２４６～２５０ ７５，３２０ 
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３ 通学定期旅客運賃（大人１か月）     
（１）鉄道対キロ区間制（吉野線、湯の山線、鳥羽線、志摩線及びけい

はんな線における加算運賃は変更しない。） 
  （単位：キロ、円） 

キロ程 上限運賃 
１ １，８６０ 
２ ２，３３０ 
３ ２，８００ 
４ ３，２７０ 
５ ３，６２０ 
６ ３，９７０ 
７ ４，３２０ 
８ ４，５５０ 
９ ４，７８０ 

１０ ４，９００ 
１１ ５，０２０ 
１２ ５，０８０ 
１３ ５，１４０ 
１４ ５，２００ 
１５ ５，２６０ 
１６ ５，３２０ 
１７ ５，３８０ 
１８ ５，４２０ 
１９ ５，４６０ 
２０ ５，４８０ 
２１ ５，５００ 
２２ ５，５２０ 
２３ ５，５４０ 
２４ ５，５６０ 
２５ ５，５８０ 
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２６ ５，６００ 
２７ ５，６２０ 
２８ ５，６４０ 
２９ ５，６６０ 
３０ ５，６８０ 

３１～３５ ５，７００ 
３６～４０ ５，８１０ 
４１～４５ ５，９２０ 
４６～５０ ６，０３０ 
５１～５５ ６，１４０ 
５６～６０ ６，２５０ 
６１～６５ ６，３６０ 
６６～７０ ６，４７０ 
７１～７５ ６，５８０ 
７６～８０ ６，６９０ 
８１～８５ ６，８００ 
８６～９０ ６，９１０ 
９１～９５ ７，０２０ 

９６～１００ ７，１３０ 
１０１～１０５ ７，４７０ 
１０６～１１０ ７，８１０ 
１１１～１１５ ８，１５０ 
１１６～１２０ ８，４９０ 
１２１～１２５ ８，８３０ 
１２６～１３０ ９，１７０ 
１３１～１３５ ９，５１０ 
１３６～１４０ ９，８５０ 
１４１～１４５ １０，１９０ 
１４６～１５０ １０，５３０ 
１５１～１５５ １０，８７０ 
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１５６～１６０ １１，２１０ 
１６１～１６５ １１，５５０ 
１６６～１７０ １１，８９０ 
１７１～１７５ １２，２３０ 
１７６～１８０ １２，５７０ 
１８１～１８５ １２，９１０ 
１８６～１９０ １３，２５０ 
１９１～１９５ １３，５９０ 
１９６～２００ １３，９３０ 
２０１～２０５ １４，２７０ 
２０６～２１０ １４，６１０ 
２１１～２１５ １４，９５０ 
２１６～２２０ １５，２９０ 
２２１～２２５ １５，６３０ 
２２６～２３０ １５，９７０ 
２３１～２３５ １６，３１０ 
２３６～２４０ １６，６５０ 
２４１～２４５ １６，９９０ 
２４６～２５０ １７，３３０ 

 
 


